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動作パターンからみた５歳児の着脱の特徴
Movement Patterns of Putting on and Taking off in 5-year-old
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Abstract:
The purpose of this study is to investigate the characteristics of movement patterns of the 

putting on and taking off of the clothes. The subjects were 56 infants of the 5-year-old 
kindergarten. 

The results are as follows;
（1） The movements of taking off pull-over style knitted exercise uniforms could be 

classified into three patterns. About 80% of the subjects took off it, starting to remove the 
arm.
（2） The movement patterns of some infants were different from adults when fasten the 

buttons on the blouse. The subject who had a long required time for buttoning needed time to 
hand the button from the right hand to the left hand. Fastening the buttons of the waistline, 
more than half subjects confirmed the position of the buttonhole and the button with eyes. 
（3） About 70% took off and about a half put on the half-pants with a standing position.
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１．緒言
衣服の着脱は体温調節，社会活動への参加，

さらには睡眠や排泄の自立とも関連しており，
生涯に渡る生活課題である。着脱は幼児期に生
活習慣のひとつとして家庭保育と集団保育の中
で繰り返し行うことで習得していく。着脱を習
得する標準年齢は谷田貝1）や岡田2），津守3）ら
によって５歳程度とされており，筆者らが集団
保育の保育者を対象に行った質問紙調査でも５
歳児に対しては着替えの際にほとんど援助を行
っていないことが明らかになっている4）。しか
しながら，成人と比較してどの程度動作が完成
し て い る か に つ い て の 検 証 は 少 な い。
INOMATAら5）は幼児に適したボタンとボタ

ンホールを検討する中でボタンかけの動作パタ
ーンを明らかにしており，５歳児でも成人に比
べて手指や前腕の動きが大きくボタンかけの動
作は完成していない幼児がいると報告してい
る。このように，動作パターンの解析は着脱の
発達段階を捉える一つの指標といえる。

着脱の動作パターンは，健康な成人，高齢
者，障がい者，幼児等を対象に被服学をはじめ
人間工学，医療等の分野で研究がされている。
佐藤ら6），7）は若年女性を対象に衣服の形態が
動作や官能評価に与える影響を検証する中でブ
ラウスとジーンズの着脱パターンを明らかにし
ている。谷水ら8），9）は，肩関節の動きがかぶ
り型上衣の着脱に及ぼす影響を検証する中で高
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齢者と若年女性のかぶり型衣服の着脱パターン
を比較しながら示し，加齢による変化を報告し
ている。怪我や脳疾患等により動作が制限され
る場合については，いわゆる「着患脱健」のプ
ロセスで行うとよいとされている10）。また，
幼児期の動作パターンはボタンかけの動作パタ
ーンが明らかにされている5）ほか，身体に麻
痺がみられる場合における身体機能に応じたバ
ランスが取れる体位での着脱の方法等が示され
ている11）。

幼児の衣服を対象にした研究では，自立を促
すことを目的として衣服の形態に着目して発達
段階に応じたあきの形態12），13）やボタンの大き
さ・色等14）の検討が行われてきた。しかしな
がら，近年子ども服として増加しているニット
製のかぶり型衣服の着脱の動作パターンの解析
やボタンや下衣ついて動作パターン等の解析に
よる着脱の習得年齢の検討は行われていない。

そこで本研究では，幼児期の着脱の発達過程
を捉えるため，保育者の援助がなくても着脱を
行えるとされる５歳児クラスの幼児を対象に着
脱の動作のパターン化を行った。５歳児の動作
のパターン化は，着脱の習得段階を捉えるため
の基礎資料になると考えている。着脱は，「か
ぶる」・「はおる」等の全身の動作と留め具の操
作等の手指の動作によって行われ，スムーズに
動作を行うためにはバランス感覚，目と手の協
応性，衣服の形態の理解力等の能力が必要であ
る。５歳児の動作パターンと成人を対象とした
先行研究の動作パターンの比較により，５歳児
の着脱の特徴を捉えることを目的に調査を行っ
た。

２．方法
対象は都内の私立幼稚園の５歳児クラス56

名（男児27名，女児29名）とし，平成26年10
月に着脱の観察調査を行った。調査は降園時の
着替えの場面で協力を得た。表１に被験者の身
体特性を示す。観察に用いた衣服は図１に示す
通りである。体操着の上下（いずれもニット
製，上衣：半袖，下衣：ウエストはゴム）を脱
衣し，ブラウス（男女とも左上前，ボタン４つ

（直径15mm，平丸型）），半ズボンおよびスカ

ート，ブレザー（男女とも左上前，ボタン２つ
（直径21mm，ドーム型））を着衣した。これら
は園の指定服であり，対象児が日常的に着脱を
行っている衣服である。

着脱は，パーテションで区切られた空間で１
人ずつ行った。観察者は対象児１名に対して２
名とし，観察者１は対象児へ指示を出し，観察
者２は対象児の動作を３m程度離れた位置より
ビデオカメラで撮影した。観察者１が対象児に
脱衣および着衣の順序の指示を行ったが，動作
は対象児の任意とした。なお，対象児が拒否の
意思を示した場合には直ちに観察を中止した。

撮影した動画より分析した項目を表２に示
す。脱衣時について，体操服の上衣，下衣とも
に動作パターンを解析し，下衣は体位（立位，
座位等）を観察した。着衣時について，ブラウ
ス・ブレザーははおり方，ブラウスのボタンか
けの所要時間（最初のボタンに手をかけた時点
から最後のボタンから手を離した時点），動作
パターン（手関節の回旋運動を含む），ボタン
を見る程度である。半ズボンおよびスカートは
体位について解析した。

表１　対象児の身体特性

男児 女児
身長（cm） 114.8

（5.3）
114.1

（4.8）
体重（kg） 20.7

（3.7）
19.5

（3.1）
（　）：SD

表２　分析した項目

脱衣 着衣
上衣 ・動作パターン

　（体操着）
・はおり方
　（ブラウス・ブレザー）
・ボタンかけの所要時間
　（ブラウス）
・動作パターン
　（ブラウス）
・ボタンをみる程度
　（ブラウス）

下衣 ・動作パターン
　と体位
　（体操着）

・体位
　（半ズボン／スカート）

（　）：服種
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上衣 下衣

体操着
（ポリエステル70％，綿30％）

体操着
（ポリエステル95％，綿５％）

ブラウス
（ポリエステル70％，綿30％）

ボタン４つ（直径15mm，平丸型）
ボタンホールの方向　たて

半ズボン【男児】
（ポリエステル100％）

ブレザー
（ポリエステル100％）

ボタン２つ（直径21mm，ドーム型）
ボタンホールの方向　よこ

スカート【女児】
（ポリエステル100％）

＊半ズボンとスカート以外は男女共通

図１　観察に用いた衣服
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３．結果および考察
（１）上衣の着脱の特徴
１）かぶり型ニット製衣服の脱衣

体操着の上衣の脱衣時の動作プロセスを観察

したところ，３つのパターンに分けられた。そ
れぞれのパターンは図２に示す通り，パターン
１は片方の腕を抜く→他方の腕を抜く→頭を抜
く，パターン２は片方の腕を抜く→頭を抜く→

パターン 1	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 パターン 2	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 パターン 3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1	 かぶり型ニット製上衣服の脱衣パターン 

パターン１　　　　　　　　　　　　パターン２　　　　　　　　　　　　パターン３

図２　かぶり型ニット製上衣服パターン
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他方の腕を抜く，パターン３は首元および裾を
持つ→頭と腕を同時に抜くとなった。それぞれ
のパターンの人数分布は，パターン１は37名

（66.1％），パターン２は９名（16.1％），パタ
ーン３は10名（17.9％）であり，約８割が腕
から抜く方法で脱衣していることが分かる。幼
児は頭部が大きいため，上衣から頭を抜くのが
難しいとされている。したがって，腕を抜いて
から頭を抜くほうが脱衣しやすいと考えられ
る。なお，動作パターンと性別の関連性をみる
ためにχ2 検定を行ったところ有意でなかった

（χ2（2）＝4.97,n.s.）ため，男女を一括して示
す。さらに，腕や頭を抜く動作を観察すると，
袖口から腕を抜く際の動作は，他方の手で袖口
を持ちながら腕を身頃に引くパターンと他方の
手を裾から内側に入れ腕を身頃に引くパターン
が見られた（図３－１）。パターン１と２の方
法で行った者のうち右袖から腕を抜く者は18
名，左袖から抜く者は27名であった。頭を抜
く際には，首元を外側から持つパターンと内側
からもつパターンがあった（図３－２）。

かぶり型ニット製上衣の脱衣に関して，谷水
ら8）は若年女性と高齢者の着脱動作の観察を
行い，脱衣の動作を腕から抜くパターン，裾を

持ち上げるパターン，裾を持ち上げてから腕を
抜くパターン，首元を持つパターンの４つのパ
ターンに分けている。最初に袖口から腕を抜く
パターン（パターン１と２）は若年女性では４
割程度，対象児では約８割であった。したがっ
て，腕から抜くパターンは幼児期に多くみられ
る動作であるといえる。

以上のように，身体にフィットするニット製
の衣服では様々な動作パターンが観察され，体
操着の上衣の脱衣の動作パターンは大きく３つ
に分類できた。若年女性との比較から，幼児期
におけるニット製衣服の脱衣の特徴は最初に腕
を抜くことであるといえる。岡田13）は，習得
段階の幼児の衿あきはゆとり量（衿ぐりの大き
さ）を多めにし，動作を習得したらゆとり量を
少なくすることを提案している。習得段階の幼
児向けの衣服としては衿あきのゆとり量に加
え，腕の抜きやすさも重要な視点であることが
示唆された。

２）前あき上衣の着衣
①前あき上衣のはおり方

前あき上衣の着衣（ブレザーおよびブラウス）
の特徴として，はおる際の左右の腕を通す順序
について観察した。表３にはおる際に先に通す
腕をブラウスとブレザー別に示す。なお，動作
パターンと性別の関連性をみるためにχ2検定を
行ったところ有意でなかった（ブレザー：χ2

（2）＝0.31,n.s.／ブラウス：χ2（2）＝1.24,n.s.）
ので，男女を一括して示す。ブレザーとブラウ
スで先に通す腕が一致していたのは94.6％であ
った。大学生を対象にした調査では15），16），先
に通す腕は人によって左右いずれかに定まって
いた。幼児期にははおる動作のパターンは習慣
的に定まっていると推察される。前あきブラウ
スのはおり方について，佐藤らは成人女性では
まず片一方の腕に袖を通してからブラウスを背
中にまわし他方の腕を通すプロセスで着衣する
ことを明らかにしている6）。本調査では４名

（7.1％）はいずれの服種とも最初に上衣を背中
にまわし，左右の腕を同時に通していたが，ほ
とんどの対象児がブレザー，ブラウスともに成
人女性と同様の方法ではおっていた。また，対

 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1	 腕を抜く動作のパターン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-2	 頭を抜く動作のパターン 

図３―１　腕を抜く動作のパターン

 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1	 腕を抜く動作のパターン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-2	 頭を抜く動作のパターン 
図３―２　頭を抜く動作のパターン
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象児の中に袖に腕を通す際に援助を必要とし
た者がいなかったことから，衣服の上下や左
右といった形態を理解して着衣しており，「は
おる」動作は５歳児ではほぼ完成していると
いえる。

②前あき上衣のボタンかけ
ボタンかけは目と両手の協応動作であり17），

手指の巧緻性が必要なために着脱の中でも難し
い動作11）とされており，高齢者のADLの項目
に用いられる18）ほか幼児の着脱習得の指標1）

にもなっている。ここでは，動作プロセスと操
作時にボタンを見る頻度より幼児のボタンかけ
の特徴を捉えることとする。

まず，ブラウスのボタンかけの動作プロセス
を観察した。若年女性のボタンかけの操作プロ
セスは，片方の手でボタンの上下をつまみ他方
の手でボタンホール付近を持ち，ボタンホール
にボタンを半分ほど押し通してから他方の手指
でボタンを持ち替えてひっぱることが明らかに
されている6）。対象児では，ボタンをボタンホ
ールに通す際にボタンホールに指を入れてボタ
ンをつまみ出す操作が観察された（図４）。こ
の方法はINOMATAら5）の研究ではボタンの
操作を習得したての２歳児に観察されているこ
とからも，ボタンの受け渡しがスムーズに行え
ない場合に行う方法であると推察される。

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3	 ボタンをつまみ出す動作 
図４　ボタンをつまみ出す動作

ボタンかけの所要時間の平均値は，17.3秒
（標準偏差6.84秒）であった。５歳児における
ボタン操作の習得状況は男女差があり，女児の
ほうが習得できていると報告19）されているこ
とから，男女別に平均値を求めたところ，男児
18.7秒（標準偏差8.87秒），女児16.1秒（標準
偏差4.08秒）であった。男女間でｔ検定をした
結果，有意差は認められなかった（t（34.26）＝
1.38,n.s.）が，時間のバラツキは男児のほうが
多く男児は個人差が大きいといえる。なお，月
齢と所要時間の関係を見るために相関分析を行
っ た と こ ろ， 低 い 相 関 が 認 め ら れ た（r＝
0.335, p<0.05）。時間がかかった対象児の動作
の観察では，左右の手でのボタンの受け渡しや
ボタンをボタンホールから引き出す際に時間が
かかっていた。さらに，ボタン操作に伴い手首
をひねる様子も観察された。手首のひねりは前
腕の回旋運動であり，手背部を上に向けて親指
側を外側に回す回転を回外，その反対を回内と
いう。猪又らは若年女性においてボタンホール
が縦の場合には約60％が前腕を回旋運動させ
ており20），幼児では手指や前腕の動きが若年
女性に比べて大きいと報告している5）。本調査
では40名（71.4％）が前腕の回旋運動を行っ
ていた。χ2検定の結果，男女の差は見られな
かった（χ2（１）＝0.29,n.s.）。ボタンを押し出
す際に右手首を回内させる操作，ボタンを受け
取る際に左手首を回外あるいは回内させる操作
が多く見られた（図５－１）。ボタンをつまむ
際に右手首を回外させる操作も数例見られた

（図５－２）。手指の巧緻性には，手指の動作と
前腕の回旋運動が関わっているため，ボタンの
操作の習得には手指の巧緻性の発達が影響して
いると推察される。

次に，ブラウスのボタンをかける際にボタン
を見ていた人数を示す。第１ボタンは19名

（33.9％），第２ボタンは33名（58.9％），第３

表３　はおる時に先に腕を通す腕
（人）

右腕 左腕 左右同時 合計
ブレザー 39（69.6%） 13（23.2%） 4（7.1%） 56（100％）
ブラウス 41（73.2%） 11（19.6%） 4（7.1%） 56（100％）
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ボタンは38名（67.9％），第４ボタンは47名
（83.9％）であった。下方にあるボタンほど見
る割合が高くなる。多くの対象児はボタンとボ
タンホールの位置を確認するために見ており，
その後の操作ではボタンを見ていない者もい
た。ボタンの操作は目と左右の手の協応動作と
されるが，ボタンかけの動作を習得した後は手
指の感覚によって行っているといえる。また，
第３ボタンは５名（8.9％），第４ボタンは11
名（19.6％）が肘を屈曲させてボタンと衣服を
持ち上げ，胸部付近で操作していた。ボタンを
見るために上体を屈曲させる動作も観察され
た。ウエストライン付近の第４ボタンはかけに
くいと推察される。

幼児のボタンかけについてはINOMATA 
ら5）によって基本的な特徴は報告されている
が，本研究では先行研究との比較から５歳児の
発達段階を捉えた。観察結果より，ボタンをボ
タンホールからつまみ出すという習得時に見ら
れる動作パターンが観察され，一部の幼児は動
作が完成していないといえる。所要時間が長い
対象児は左右の手でのボタンの受け渡しやボタ
ンをボタンホールから引き出す際に時間がかか
っており，さらに全体の約７割はボタンかけに
おいて前腕の回旋運動を伴っていた。ボタンか
けはつまむ動作や前腕の回旋動作を伴う上肢の

動作であることから，手指の巧緻性の発達と関
連があると推察される。また，ボタンをつまむ
側の手を回外させる操作は今回新たに示された
もので，動作を習得段階であったり，スムーズ
に行うことができない場合に行われる操作であ
ると考えられる。

（２）下衣の着脱の特徴
体操着の脱衣時の体位は，立位，座位，立

位・中腰から座位の３つに分類できた。それぞ
れの体位の人数分布を表４に示す。体位と性別
の関連をみるためにχ2検定をしたところ有意
ではなかった（χ2（2）＝0.25,n.s.）ため，男女
を一括して示す。７割以上の対象児が立位で着
替えていることが分かる。立位で着替えた43
名の動作プロセスを観察したところ，体操着に
手をかけて体操着を下げてから足を抜いてい
た。体操着への手のかけ方と足の抜き方はそれ
ぞれ２つのパターンが見られた（図６）。体操
着に手をかける際はウエストのゴムの部分ある
いは裾か脇に手をかけていた。体操着から足を
抜く動作には，足踏みをして体操着を抜くパタ
ーン（19名）と体操着を持ちながら片足ずつ
足を抜くパターン（24名）があった。片足ず
つ抜くパターンでは片足立ちになる瞬間がある
ため，ふらつく者もいた。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-1	 ボタンかけにおける手関節の回転例―左右の手関節の回内― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-2	 ボタンかけにおける手関節の回転例―右の手関節の回外― 

図５―１　ボタンかけにおける手関節の回転例─左右の手関節の回内─

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-1	 ボタンかけにおける手関節の回転例―左右の手関節の回内― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-2	 ボタンかけにおける手関節の回転例―右の手関節の回外― 
図５―２　ボタンかけにおける手関節の回転例─右の手関節の回外─
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表４　下衣の脱衣時の体位
（人）

体勢 立位 立位／中腰→座る 座位 合計
人数 43（76.8%） 9（16.1%） 4（7.1%） 56（100％）

表５　下衣の着衣の体位
（人）

立位 座位→立位 座位→中腰 中腰 合計
男児 13（48.1%） 11（40.7%） 3（11.1%） 0（0.0%） 27（100％）
女児 17（58.6%） 9（31.0%） 0（0.0%） 3（10.3%） 29（100％）

次に，半ズボンおよびスカートの着衣時の体
位を表５に示す。男児は半ズボン，女児はスカ
ートを着衣した。男児は48.1％，女児は58.6％
が立位で行っていた。男児のほうが立位の割合
が低いのは，足を入れる動作がスカートよりも
難しいためと考えられる。ズボン型の下衣の着
衣は座位で左右の足を確実に通してから立ち上

がる動作を習得した後，立位で行うことができ
るようになると推察される。女児の中には座位
で頭からスカートを被るパターンも見られ，よ
り単純な動作で行っているといえる。

下衣の着脱について，成人女性のジーンズの
場合には立位のまま片足ずつ足を入れて着衣
し，脱衣でも立位で足を抜くことが明らかにな

図６　下衣の脱衣のパターン
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っている7）。幼児期は体幹や平衡感覚が発達段
階にあり，これらが着脱の体位に影響を及ぼす
と考えられる。したがって，座位で動作を行う
のは幼児期の特徴であるといえる。一般に，下
衣の着脱は容易であり，脱衣の標準年齢は３歳
６ヶ月という報告もあるが1），全員が立位で着
脱を行えるようになるのは児童期以降であると
推察される。

以上の結果より，５歳児におけるニット製衣
服の脱衣およびボタン付き衣服の着衣の動作パ
ターンを捉えることができた。５歳児は着脱習
得の標準年齢とされているが，若年女性の動作
と比較すると動作が完成していない幼児もいる
ことが明らかになった。さらに，ブラウスのボ
タンかけでは手指の巧緻性，下衣の着脱の体位
では体幹や平衡感覚が動作パターンに影響を与
えると示唆された。今後，着脱の要素となって
いるそれぞれの動作と身体機能の発達との関連
を検証することにより，着脱はさまざまな能力
が必要な生活動作であることを明らかにできる
と考えている。

４．まとめ
本研究では５歳児クラス56名を対象として

着脱の観察を行い，服種別に着脱の動作パター
ンを解析した。５歳児における着脱の特徴を成
人女性の動作パターンとの比較により検証し
た。明らかになったことを以下に示す。

（１）かぶり型ニット製上衣の脱衣の動作プロ
セスは３パターンに分類できた。約８割は腕
から抜くパターンで脱衣していた。成人女性
との比較より，腕から脱衣するのは幼児の特
徴であるといえる。頭部が大きいため，腕か
ら抜くほうが合理的であると推察される。

（２）上衣のはおり方は成人女性と同様の方法
であり，５歳児では動作が習慣化されている
といえる。ブラウスのボタンかけでは，ボタ
ンをボタンホールからつまみ出すという習得
時に見られる動作パターンも観察された。操
作時間が長い幼児は左右の手でのボタンの受
け渡しに時間を要していたことから，ボタン
の操作は，手指の巧緻性の発達が影響してい

ると推察される。ウエストライン付近のボタ
ンを操作する場合には半数以上がボタンとボ
タンホールの位置を視覚で確認していた。

（３）下衣を脱衣する場合には約７割，着衣の
場合には半数程度が立位で動作を行ってい
た。体幹や平衡感覚の成長が影響しており，
全員が立位で着脱を行えるようになるのは児
童期以降であると推察される。
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